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１．はじめに
　英語の４技能の中でも、リスニングは特に苦手意
識を持つ学生が多い。その理由は、リスニングと同
様、入力情報を処理するリーディングと較べてみる
と、少し見えてくる。文字言語を処理するリーディ
ングでは、一度読んで理解できなければ前に戻って
何度でも読み返すことができるが、リスニングでは
そうはいかない。リスニングで捉える音声言語は空
気の振動であって、流れた先から消えていく一過性
の信号だからである。また、リーディングでは、読
む速さを読み手が自由に決めることができるが、リ
スニングでは、発話の速さを決めるのは発話者で
あって、聞き手は自分のコントロールの及ばない音
声の流れを、リアルタイムで処理していかなければ
ならない。このように、リスニングはリーディング
よりも、学習者にかかる認知面での負荷が大きい。
　学生がリスニングに対する苦手意識を克服し、英
語のリスニング力向上のための学習に積極的に取り
組んでいくためには、どのような指導上の工夫が必
要であろうか。本稿では、今年度のリスニングの授
業内容を振り返った後、その学習過程を通して学生
自身がどのような効果や変化を意識したのか、学生
の授業に対するフィードバックから抽出してまと
め、それを手がかりに今後の指導改善に向けて考察
を加える。まずは、リスニングのプロセスを概観
し、リスニングとは何かを確認するところから始め
たい。
２．リスニングのプロセス
　リスニングは、外部からの音声言語を聞き取って
理解するという意味で受容的（receptive）ではあ
るが、決して受動的な活動ではない。リスニングに
は、音声が聞こえてきてからメッセージの理解に達
するまでの複雑な過程が含まれており、聞き手が言
語知識や言語外の知識を総動員して意味を構築して
いく能動的な活動である（岡、1984）。
　そのような複雑なプロセスを、Anderson（1995）
は１）知覚処理（perceptual processing）、２）構
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文解析（parsing）、３）活用（utilization）の３段
階モデルで提示している。以下、Andersonのモデ
ルを踏まえたVandergrift & Goh（2012）の図をも
とに、リスニングのプロセスを概観する。
１）知覚処理（perceptual processing、perception）
段階
　聞き手は、何らかの意味があると判断した聴覚信
号に注意を向け、音素やポーズ、聴覚的強調を認識
し、連続した音節のまとまり、さらに語の切れ目
（word boundaries）を識別する。これらの知覚処
理を通して音韻表象（phonological representation）
が形成され、記憶に一時的に保持される。
２）構文解析（parsing）段階
　聞き手は知覚段階で形成された音韻表象から、長
期記憶のメンタルレキシコン（頭の中の辞書）にア
クセスし、意味や文法情報の検索も含め、どの語が
使用されたのかを特定する。単語連鎖としての文は、
同じく長期記憶に保持されている統語知識をもとに
文構造が確定され、個々の単語の意味を結びつけて
文単位の意味表象（semantic representation）が構
築される。
３）活用（utilization）段階
　知覚処理と構文解析の２つの段階では、長期記憶
内の音声・音韻、形態、意味、統語に関わる言語知
識に適宜アクセスし、処理が行われる。一方、活用
段階では、意図された意味や含意された意味を解釈
するために、聞き手は語用論的知識、既有の知識（構
造化され、相互に関連づけられたスキーマとして長
期記憶に保存）、物理的な場面における関連情報な
どの非言語的知識を総動員して、意味の精緻化を行
なう。さらに、こうして得られた解釈が、既存の知
識やすでに処理した内容と合致するかどうか、検証
を行なう。
　以上の３つの処理段階は、それぞれが独立して実
行されるのでもなければ、各段階の処理が直線的に
進行するのでもない。聞き手は、音素→語→句→文
→談話全体へのボトムアップ処理と、コンテクスト
や既有の知識（スキーマ）を活性化させ、談話全体
から意味を理解するトップダウン処理を並行して行
なうと考えられている。母語におけるリスニングで
は、これらの認知的処理は自動化されており、瞬時
に実行される。
３．リスニング授業の概要
　筆者が担当するリスニングの授業は、総合文化学
科英語文化系の専門科目で、１年前期開講のCALL
教室での授業である。「英会話」「ライティング」「資
格英語」の３科目とともに選択必修の枠でくくられ
ていることもあり、英語文化系の学生はほとんど全
員が履修する。今年度は、英語文化系42名中37名と
日本語文化系の学生２名が受講した。
　短大に入学したばかりの学生は、英語の語彙や文
法に関わる言語知識に加え、英語の音声を捉える力
が不足しており、それが英語の聞き取りを阻む１つ
の大きな原因になっている。そこで、授業では音声
知覚段階の処理能力を向上させる目的で、シャドー
イングを含む音読練習とディクテーションを行なっ
ている。
１）シャドーイングを含む音読練習
　この訓練では、リズムやイントネーションなどの
韻律的特徴を含む英語の発音や、音声の流れの中で
自然に生じる音変化（連結、同化、脱落、機能語や
強勢の置かれない母音の弱形化）を、実際に声を出
　図  Cognitive Processes and Knowledge Sources in Listening 
　　  Comprehension
　　  (Vandergrift, L. & Goh, C., 2012, p.27)
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す練習を通して体得し、英語音声データの内在化を
目ざす。
　音読用教材は、デｲビッド・A・セイン監修『中
学英語で英語脳を作る音読ドリル』（アスコム）か
ら英文テキストを毎回１つ選んで使用した。英文の
長さは大体160～180語で、語彙、文法ともにやさし
い英語で書かれてはいるが、内容的には学生が興味
を持てるものとなっている。このような英文を音読
練習の教材としたのは、内容理解にかかる負荷を減
らした分、英語音声の様ざまな特徴により多くの注
意を向け、ある程度の速さで音読し、さらにはシャ
ドーイングができるようになるためである。英文テ
キストのプリントはあらかじめ配布し、ざっと目を
通して軽く音読をしておくように指示した。
　附属のＣＤには、各英文テキストが女性と男性
の声で、「ゆっくり」（120wpm前後）と「ふつう」
（150wpm前後）の２つのスピード・モードでそれ
ぞれ収録されている。授業では、原則、「ふつう」モー
ドの音声を使用するようにしたが、最初からそれで
は難しい学生もいるので、「ゆっくり」モードで少
し練習してから「ふつう」モードに切り替えてもよ
いことにした。学生はヘッドホンとマイクをつけ、
　（1）パラレル・リーディング
　（2）音声なしで音読し録音、聴いて確認
　（3）シャドーイング
の一連の課題に取り組んだ。
　（1）のパラレル・リーディングは、音声を聞きな
がら同時に音声と同一の英文テキストを音読するこ
とで、オーバーラッピング、またはテキストつきシャ
ドーイングとも呼ばれる。音声を聞きながら同時に
読むという意味では、on-line状態で行なう音読と
なる。これに対し、音声なしで行なう普通の音読は
off-line状態での音読となり、日本人英語式の発音
やリズム、イントネーションでの自己流の読み方に
なりがちである。パラレル・リーディングでは、聞
こえてくる音声に合わせて読むことで、このような
問題がかなり回避される（玉井、2005）。
　また、パラレル・リーディングでは、聞こえてく
る音声の速さについて音読するために構音（発音）
速度を上げる必要があり、口の動きの高速化に向け
たよい訓練となる。
　（2）では、音声なしで自分の音読を録音して聴き、
（1）での練習の成果を各自で確認させた。
　（3）のシャドーイングとは、テキストを見ないで、
聞こえてくる音声をほぼ同時に声を出して再生しな
がらついていくリスニング訓練法の１つである。聞
こえた音声を正確に速く復唱できることは、聞き手
の中で認知的な処理が実行される間、音韻表示を一
時的に記憶に保持することができるという意味で、
リスニングにとって重要である（二谷、1999）。し
かし、音声の聞き取りとその再生の２つの処理を同
時に行なわなければならないため、難易度が高いト
レーニングとなる。そのため、（1）のパラレル・リー
ディングで一定の速さでの構音練習をし、口の動き
という運動的側面を鍛えてから、シャドーイングの
訓練ができるようにした。
２）ディクテーション
　ディクテーションは聞こえた音声を一字一句書き
取ることである。この訓練の目的は、自分はどこが
聞き取れないのかを明確にすること、そして、音声
の流れの中における語・句・文レベルの英語として
望ましい音声イメージを掴むことである。
　ディクテーションの課題として、口語英語のリス
ニング教材、山口俊治、Timothy Minton編著『話
すための英語リスニング』（南雲堂）から、1～3.5
の隣接応答ペア（adjacency pair）からなる会話を、
句または短い節レベルで書き取る問題と、文レベル
で書き取る問題の２種類を使用した。
　問題のタイプごとに、学生は与えられた時間内で
のディクテーションに取り組んだ。その間、教員は
机間巡視をし、学生の聞き取りにおける躓きをでき
るだけ把握するように努めた。時間になると、正解
を提示しながら、学生の解答で見られた聞き間違え
を踏まえて聞き取る際のポイントを解説し、必要に
応じて使用された語（句）・表現、全体の意味を説
明して、最後にもう一度音声を聴いて確認するとい
う手順で進めた。
４．学生の意識した訓練の効果　
　５月～７月の３ヶ月間で上記の訓練を行なった
－198－ 島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第52号（2014年）
が、トレーニングによる効果は学生にどのように意
識されただろうか。学生が書いた授業についての感
想文から、内容にもとづいて分類し、抽出してみる。
１）シャドーイングを含む音読練習で意識された効
果
構音時の口の動きの高速化
 ・「音読の方は、最初はスローのスピードでも、全
然すらすら言えなかったけど、だんだん、ナチュ
ラルスピードでも、スラスラ音読できるように
なったので、よかったと思います。」
 ・「英語を早く話そうと思うと、舌が回らなくて全
く駄目だったのですが、授業で音読練習をするよ
うになってから何回も何回も練習するうちに舌が
回るようになってきました。」
 ・「授業をやってから、以前より英語を聞き取れる
ようになったし、英語を発音することに慣れたと
思います。特に、ネイティブの音声を聞きながら
の音読練習は英語の正しい発音をチェックできて
よかったです。また、パラレル・リーディングや
シャドーイングをすることで英語を読むスピード
にも慣れることができました。」
 ・「何回も音読をすることで速い音声に慣れていく
のがわかりました。音読をすることはとても大切
なことだと思いました。」
　実際に声を出して練習することが不足しているた
めに、英語の構音を一定の速さで行なうことに困難
を感じている学生は多い。そのような学生も、音読
練習を通して口が以前よりも滑らかに動くようにな
り、英語を発する際の運動的側面が鍛えられたよう
だ。
発音やリズムの改善
　強勢やリズムなどの韻律的特徴を含め、自分の発
音が改善されたと感じている学生は多かった。
 ・「普段音読はしても音声教材にならって同じス
ピードで読んだり強弱の付け方を真似して音読す
ることがなかったので、音読教材の真似をするこ
とで今までよりなめらかに読めるようになった
し、発音やリズムも以前よりとても改善されたと
思います。」
 ・「パラレル・リーディングやシャドーイングのお
かげで発音が少しきれいになった。」
 ・「音読練習のおかげで、ネイティブな発音のコツ
も少しつかめた気がしました。」
　英語には、日本語にない子音連鎖（ex. ‘street’、 
’spread’）がある。しかし、日本語の＜子音＋母音
＞の音節構造に影響され、それぞれ子音の後に余分
な母音を挿入して発音（ex. 「ストリート」「スプレッ
ド」）する学生は少なくない。
　リズムも、英語と日本語では大きく異なる。英語
は強勢型言語で、文強勢を受ける音節と音節の間の
時間が、その間にある弱音節の数に関わらず、ほぼ
一定に保たれる形でリズムが構成される。一方、日
本語では、仮名文字１つが基本的に同じ長さで発音
されてリズムをつくるモーラ型言語で、これがいわ
ゆるJapanese Englishの原因となると言われる。学
生によく見られる母語干渉のもう１つの現象であ
る。
　上述のような日本語式英語では発音に時間がかか
り、パラレル・リーディングやシャドーイングで聞
こえてくる音声の速さについていくことはできな
い。音声を聞きながらそれに合わせて音読したり、
聞こえてきた通りに即座に復唱する訓練を通して、
学生は英語らしい発音やリズムへの認識を深め、望
ましい英語の音声イメージに自分の発音を近づける
ことができたと感じている。
音変化への気づき
 ・「音読練習をすることで、どのようにすれば発音
しやすいかが分かったし、連結の部分に注意して
音読しようと意識することができたので、よかっ
たです。」
 ・「音読練習では、実際のネイティブのつなげて読
む発音などもわかったので役に立った。」
 ・「音の連結などを知って、英文が大分読みやすく
なりました。」
 ・「慣れてくるとつながって読むところが自然に読
めていたり、それができるようになるとリスニン
グでもつながっているところがわかるようになっ
たり、よいサイクルで学習できました。」
 ・「聞くだけでなく実際に発音してみることで、しゃ
べる時のポイントが理解できました。また、英語
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を聞いたり話したりする上で、あまり発音しない
部分などが分かり、スムーズに英語で話せるよう
になった気もします。」
　自然な速さで話される英語では、連結（linking）、
弱形 （reduction）、 脱落 （deletion）、 同化 （assimilation）、
などの様ざまな音変化が生じる。その中でも、リス
ニングの授業を受け始めたばかりの学生が一番戸惑
うのは、語と語の境界をわかりにくくする連結と、
語の特定を難しくする弱形である。一音一音、一語
一語を同じ強さと長さで読むのではなく、音声の流
れの中で生じる連結や弱形の音変化にも意識を向け
て練習を重ねることで、自分も発音しやすくなるこ
とが改めて認識されている。また、連結や弱形の音
変化を含む英語の望ましい音声イメージが掴めたこ
との効果を、音声の産出面だけでなく知覚の面でも
意識している学生もいた。
集中力の養成
 ・「高校の授業では取り扱ってなかったシャドーイ
ングができて、リスニングするときに、集中して
聞き取ることができてよかったと思いました。自
分の中ではまだリスニングは苦手意識があるんで
すけど、前より集中して聴くことができるように
なったと思います。」
 ・「ヘッドフォンを使ってのシャドーイングは初め
ての体験でしたがとてもいい学習方法だと知りま
した。ただ声を聞いているだけよりも頭に入って
きてとてもよかったです。」
　受講者のうち、シャドーイングを本授業以前に経
験したことがある学生は一人もいなかった。難しす
ぎて訓練への意欲を失う学生も出てくるのではと心
配されたが、回を重ねるうちに慣れ、シャドーイン
グはリスニングの際の集中力を高める効果があった
とコメントしている。
２）ディクテーションで意識された効果
望ましい音声イメージの内在化
 ・「知っている単語でも、実際に聴いてみると聞き
取るのは難しいものもたくさんあったので、耳の
力がついたと思います。」
・「私はリスニングが苦手だからディクテーション
では最初は全然聞き取れなくて焦ったけど、練習
していくうちに英語の音に耳が慣れてきて、だい
ぶん聞き取れるようになったので成長を感じるこ
とができた。」
　文字を見れば理解できる語・句・文が、必ずしも
音声でも認識できるわけではないことをディクテー
ションを通して気づかされたと感想文に書いてい
る学生は多かった。靜（冨田・小栗・河内（編）、
2011：143）は、既知の単語が聞き取れないのは、
学習者が長期記憶の中に蓄えている音声データベー
ス自体が間違っていることがあると言い、それを、
（1）語の音声イメージとして強形しか貯蔵していな
い場合、（2）外来語や綴りに影響されて音声イメー
ジを誤っている場合、（3）複数の語が連続して発音
される場合の音声イメージが誤っている場合、（4）
文アクセントに無頓着であることが原因である場
合、の４つに分類している。学生の解答でも、特に
（1）と（3）のケースが多く見られた。
　学生が誤った音声イメージを持っている場合、
ディクテーションはその修正のきっかけとなり、望
ましい音声イメージを頭の中に蓄え直すことができ
る。学生のコメントは、このディクテーションの効
果について述べていると思われる。
知覚から理解への移行
 ・「書き取り練習は、聞き取りにくい英単語が聞き
取れるようになり、聞き取って素早く会話の内容
を理解するのに、とても役に立ったので絶対に必
須だと思いました。・・・英語での会話の内容を
聞き取る能力が向上し、授業の回を経るごとに、
英語の会話に耳慣れして聞き取りやすくなりまし
た。また、耳慣れしたということは聞くときに余
裕が生まれるようになったということでもあるの
で、聞き取るだけでなく文法的な面や語彙的な面
からの意味も踏まえて書き取るということもでき
るようになったと思います。」
・「リスニングでは、ただディクテーションするだ
けでなく以前よりも文章構造や流れに注意して聞
くことができるようになったと思います。」
　特にディクテーションを始めたばかりのころは、
学生は流れてくる音を追うことに精一杯で、意味や
文法にはほとんど注意を向ける余裕がないのが実態
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である。しかし、英語の音声に慣れて音声知覚処理
にかかる認知的負荷が軽くなると、残りの注意資源
を意味や文法、文脈の知識に向け、予測と検証をす
る余裕ができる。しかし、このようなコメントを書
いた学生は数名であった。
語彙・口語表現の知識の獲得
 ・「使えそうな表現とか、知らない語彙がたくさん
出てきたので、とても勉強になりました。」
・「ユニットによってトピックがいろいろあり、明
日からでも使えるような口語表現や、専門的な表
現などが出てきて、知識を得るには良いと思いま
した。」
・「知らないことが増えていく感じがよかった。」
　これらのコメントでは、ディクテーションがリス
ニング力に及ぼす効果というよりも、語彙や口語表
現に関わる言語知識が増えることに効果を見出して
いる。ディクテーションの問題を通して未知の語や
表現に出会い、それが英語として望ましい音声イ
メージとともに獲得されれば、リスニングのボトム
アップの処理能力を高めることにつながる。
５．今後の指導に向けて
　シャドーイングを含む音読練習については、口の
動きの高速化、発音やリズムの改善、音変化への気
づき、集中力の養成のいずれかの効果を意識してい
ることを示す記述がほとんどの学生の感想の中に見
られた。これはおそらく、英語の音声に慣れるため
の耳と口のトレーニング経験がこれまであまりな
かったため、毎週、限られた時間でも集中してトレー
ニングをしたことで、その効果が意識されやすかっ
たと考えられる。いずれにしても、学生が意識した
訓練効果は、指導する側の期待する効果と重なるも
ので、大きなずれはなかったことが確認できた。
　シャドーイングを含む音読練習では、トレーニン
グの目標を口頭で毎時間伝えたが、今後は、学生が
音読やシャドーイングの訓練を効率よく行なうと同
時に、学生自身が自分のトレーニングプロセスを客
観的に把握し、何ができて、何ができないのかを見
極めることができるような工夫が必要だと思われ
る。例えば、「英語の構音の際に口がスムースに動
くようになった」「強弱のリズムをつけて読めた（再
生できた）」、「連結などの音変化にも注意して読め
た（再生できた）」など、訓練で目指す具体的な目
標を示したCan-do Listを作り、学生自身にチェック
させるということは１つの方法であろう。
　ディクテーションに関しては、その効果が積極的
に意識されたのは、英語の熟達度が比較的高い学生
においてであった。このような学生は、英語の音声
的特徴に慣れてきたことで、リスニングのプロセス
の知覚処理段階だけでなく、構文解析段階や活用段
階へも注意の資源が向けられ、内容の理解に達する
ことができたと考えられる。しかし、多くの学生は、
少しずつ聞き取れる部分が増えてはくるものの、音
声の知覚処理の段階で困難を感じることが多かった
ことが、次のコメントからわかる。
 ・「教材はよかったと思いますが、なかには聞き取
りにくい問題もあって、心が折れそうになりまし
た。」
 ・「ディクテーションは何回も聞いても聞き取れな
かったりして時間が余ることが多かったです。」
 ・「最初こそ簡単だなと思っていましたが、最後の
方は難しくて聞き取れる英語がかんになりまし
た。」
　ディクテーションは句または短い節レベルと文レ
ベルの２種類であったが、特に後者の文レベルの書
き取りは、英語の熟達度が低い学生にとっては負荷
が大きい課題となってしまった。このような学生が
リスニング学習への意欲を失うことなく前向きに課
題に取り組むためには、教育上の足場作りが必要で
あろう。例えば、現在使用しているテキストの解答
欄は聞き取った英語を１本の直線上に書き取るよう
になっているが、１つの（　）に１語を記入する形
式の解答用紙を別途用意し、語頭の１文字ないし２
文字を部分的に入れることで、聞き取りのヒントを
与えることができる。
　また、ディクテーションの課題として取り組んだ
会話表現についても、パラレルリーディングやシャ
ドーイングを通して音声イメージとともに内在化す
る訓練は、スピーキングの基礎固めとして必要であ
ろう。
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